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こんにちはとみさと議会です 166号

議 案
第 1 号

市長提出議案

議 案
第 2 号

議 案
第 3 号

議 案
第 4 号

議 案
第 5 号

議 案
第 6 号

議 案
第 7 号

議 案
第 8 号

議 案
第 9 号

議 案
第 10号

議 案
第 13号

議 案
第 15号

議 案
第 16号

議 案
第 19号

議 案
第 20号

議 案
第 17号

議 案
第 18号

議 案
第 11号

議 案
第 12号

議 案
第 14号

3月定例会の議案と議決結果

千葉県市町村総合事務組合を組織する
地方公共団体の数の減少及び千葉県市
町村総合事務組合規約の一部を改正す
る規約の制定に関する協議について

平成21年度富里市一般会計補正予算
（第5号）

平成21年度富里市国民健康保険特別
会計補正予算（第3号）

平成21年度富里市下水道事業特別会
計補正予算（第4号）

平成21年度富里市介護保険特別会計
補正予算（第3号）

平成21年度富里市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第1号）

平成21年度富里市水道事業会計補正
予算（第3号）

財産の取得について

財産の取得について

訴えの提起について

訴えの提起について

富里市協働のまちづくり条例の制定に
ついて

平成22年4月に支給する富里市長及び
副市長並びに教育委員会教育長の給料
の特例に関する条例の制定について

議 案
第 21号

議 案
第 22号

議 案
第 23号

議 案
第 24号

議 案
第 25号

議 案
第 26号

議 案
第 27号

議 案
第 29号

議 案
第 30号

議 案
第 31号

議 案
第 32号

議 案
第 28号

生産性の高い競争力に富んだ農家の育
成を求める意見書について

国として直接地域の声を聞く仕組みを保
障することを求める意見書について

子ども手当財源の自治体負担に反対する
意見書について

議員提出議案
発議案
第 1 号

発 議 案
第 2 号

発 議 案
第 3 号

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

多数可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

多数可決

多数可決

修正議決

多数可決

多数可決

多数可決

多数可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

多数可決

全会可決

全会可決

全会可決

全会可決

多数可決

多数可決

全会可決

全会可決

多数可決

多数可決

多数可決

多数可決

多数可決

全会可決

平成22年度富里市一般会計予算

一般会計135億１千万円

特別会計77億４千万円

水道事業会計11億３千万円

平　成
22年度

当初予算案
などを可決

平成22年度富里市国民健康保険特別
会計予算

平成22年度富里市下水道事業特別会
計予算

平成22年度富里市老人保健特別会計予算

平成22年度富里市介護保険特別会計
予算

平成22年度富里市後期高齢者医療特
別会計予算

平成22年度富里市水道事業会計予算

富里市都市公園条例の一部を改正する
条例の制定について

富里第二工業団地公共下水道整備基金
条例の制定について

富里バスターミナル駐車場の設置及び
管理に関する条例の制定について

富里市職員の給与等に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について

富里市火災予防条例の一部を改正する
条例の制定について

財産の処分について

富里市道路線の認定について

成田市道路線の認定の承諾について

富里市道路線の変更について

富里市道路線の廃止について

特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

富里市長及び副市長並びに教育委員会
教育長の給与の特例に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

富里市自転車駐車場の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例の制
定について

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
23
日
か
ら
始

ま
り
、
３
月
25
日
ま
で
31
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
る

と
と
も
に
議
案
三
二
件
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
富

里
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
修
正

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
は
三
件
が
提
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
三
会
派
の
代
表
か
ら

会
派
代
表
質
問
が
、
個
人
質
問
は
七
人

の
議
員
が
行
い
、
市
の
諸
問
題
に
つ
い

て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

議 案
第 2 号

平 成 21 年
12月定例会
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ま
す
。

　
質
疑
終
了
後
、
３
月
８

日
開
催
の
委
員
会
に
お
い

て
、
二
案
の
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
で
は
、
各
修
正
案

に
共
通
部
分
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ま
ず
共
通
部
分

を
除
く
修
正
案
に
つ
い
て

採
決
し
た
結
果
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
修
正
案
及
び
一

案
の
修
正
案
中
共
通
部
分

を
採
決
し
た
結
果
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
修
正
部
分
を
除

く
原
案
に
つ
い
て
採
決
し

た
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

計
は
従
来
ど
お
り
積
み
上

げ
方
式
に
よ
る
編
成
で
行

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
性
質
別
の
歳
出
予
算
で

大
き
な
も
の
は
、
子
ど
も

手
当
・
児
童
手
当
関
係
経

費
等
の
増
加
で
扶
助
費
が

三
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
増

え
、
普
通
建
設
事
業
費

は
、
新
た
な
民
間
保
育
所

施
設
整
備
費
等
補
助
金
や

成
田
財
特
路
線
整
備
事
業

な
ど
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
で
す
。

　
各
委
員
か
ら
多
岐
に
わ

た
る
質
疑
等
が
あ
り
ま
し

た
が
こ
こ
で
全
て
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
先
に

申
し
上
げ
、
意
見
・
要
望

の
あ
り
ま
し
た
何
点
か
に

つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

総
括
・
総
務
関
係

不
正
経
理
に
つ
い
て

　
千
葉
県
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
不
正
経
理
の
件
が

管
理
基
準
を
明
確
に
す
る

動
き
が
あ
る
が
富
里
市
で

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

　
「
平
成
22
年
度
富
里
市

一
般
会
計
予
算
」
に
つ
い

て
、
４
日
間
に
わ
た
り
議

場
に
て
、
議
員
全
員
で
構

成
さ
れ
る
「
予
算
審
査
特

別
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
一
三
五

億
六
〇
〇
万
円
で
、
前
年

度
比
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

増
、
特
別
会
計
総
体
は

に
対
し
て
「
各
部
署
で
不

正
の
無
い
よ
う
に
点
検
指

示
を
各
所
属
長
に
指
示
し

て
報
告
を
求
め
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

人
件
費
に
つ
い
て

　
昨
年
、
職
員
の
期
末
手

当
削
減
を
行
っ
て
は
い
る

が
、
全
体
と
し
て
は
上
が

っ
て
い
る
。
共
済
関
係
の

負
担
金
が
増
え
て
い
る
為

で
、
地
方
公
務
員
削
減
な

ど
の
影
響
か
ら
そ
れ
を
支

え
る
負
担
金
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
。
と
の
こ
と
で
し
た
。

さ
と
バ
ス
運
営
に
つ
い
て

　
現
在
の
形
が
良
い
の
か

い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ
り
ま

し
た
が
、
運
行
ル
ー
ト
変

更
の
予
定
は
な
い
と
の
こ

と
。
担
当
課
は
バ
ス
の
耐

用
年
数
も
考
え
る
と
、
今

後
「
富
里
市
地
域
公
共
交

通
会
議
」
の
中
で
あ
り
方

等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

も
ら
う
予
定
で
考
え
て
い

る
。
と
の
こ
と
で
し
た
。

健
康
福
祉
・
環
境
関
係

国
保
会
計
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

出
し
が
一
億
六
千
万
に
上

　
本
委
員
会
は
、
平
成
21

年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
議
員
九
名
の
構
成
に

よ
り
設
置
さ
れ
、
本
日
ま

で
委
員
会
を
九
回
開
催
し

ま
し
た
。

　
審
査
は
条
例
の
前
文
か

ら
各
章
ご
と
に
分
割
し
て

行
い
、
参
考
人
と
し
て

（
仮
称
）
富
里
市
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
検
討
委

員
会
の
委
員
長
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
両
氏
か
ら
説
明

を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
執
行
部
の
説
明

及
び
委
員
の
質
疑
を
行

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
条
文
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
採
決
に
至
る
ま
で
の
間

に
、
各
委
員
か
ら
多
く
の

質
問
、
討
議
が
な
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
あ

り
、
審
議
を
尽
く
し
た
う

え
で
採
決
し
ま
し
た
こ
と

を
、
ま
ず
ご
報
告
い
た
し

一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

の
七
七
億
三
、
七
六
二
万

一
、
〇
〇
〇
円
。
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
総
額
と

し
て
は
五
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
増
の
二
一
二
億
四
、
三

六
二
万
一
、
〇
〇
〇
円
。

　
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
は
昨
年
に

引
き
続
き
行
政
組
織
別
予

算
制
度
に
よ
り
、
特
別
会

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

　
　
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
抜
粋
）

予
算
審
査

　
　
　
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

（
抜
粋
）

委
員
長

　
櫻
井
　
優
好

委
員
長

　
窪
田
　
　
優

一般会計

特別会計

企業会計

135億   600万円

50億6,195万円

6億6,790万円

281万円

17億3,704万円

2億6,793万円

11億3,420万円

7.5％増

0.5％増

0.6％減

66.3％減

2.2％増

22.8％増

3.4％減

国民健康保険特別会計

下水道事業特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

水 道 事 業 会 計

会　　計

平成22年度当初予算

当初予算額 対前年度
比　　較

質
疑
に
つ
い
て
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る
。
徴
収
率
が
全
国
的
に

も
ワ
ー
ス
ト
で
あ
る
こ
と

か
ら
税
の
公
平
負
担
の
実

現
の
た
め
に
平
成
21
年
度

か
ら
「
納
税
課
」
を
つ
く

っ
て
徴
収
体
制
の
整
備
を

図
っ
て
努
力
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

民
間
保
育
所
施
設
整
備
費

補
助
金
に
つ
い
て

　
富
里
市
北
部
地
区
に
民

間
事
業
者
が
設
置
を
予
定

し
て
い
る
保
育
園
が
で
き

る
こ
と
で
市
内
待
機
児
童

の
大
幅
な
減
少
が
期
待
さ

れ
る
。
特
に
要
望
の
高
い

0
～
2
歳
児
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
支
援
を
市
が

積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ

る
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

子
供
手
当
給
付
事
業
に
つ

い
て

　
６
月
か
ら
一
人
一
三
、

〇
〇
〇
円
が
給
付
さ
れ
る

予
定
。
地
方
負
担
が
な
い

よ
う
に
、
と
全
国
市
長
会

が
交
渉
し
て
き
た
が
厚
生

労
働
省
の
説
明
で
は
「
今

ま
で
負
担
し
て
い
た
児
童

手
当
に
か
ぶ
せ
て
い
る
の

で
そ
の
負
担
を
超
え
る
こ

と
は
な
い
」
と
い
う
説
明
が

可
能
な
と
こ
ろ
は
職
員
が

自
ら
補
修
作
業
に
当
た
り

努
力
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
少
な
い

予
算
で
効
果
を
得
る
努
力

を
さ
れ
て
い
る
様
子
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
日
間
に
わ
た
る
真
剣

な
質
疑
応
答
が
終
了
し
、

採
決
の
結
果
、
議
案
第
１

号
「
平
成
22
年
度
富
里
市

一
般
会
計
予
算
」
は
賛
成

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
執
行
部
は
審
査

を
通
じ
て
出
さ
れ
た
数
多

く
の
議
論
や
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
平
成
22
年

度
の
市
政
運
営
を
執
行
さ

れ
る
よ
う
に
強
く
要
請
し

て
、
予
算
審
査
特
別
委
員

会
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
ま
し
た
と
の
こ
と
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ

い
て

　
千
葉
県
は
小
学
校
３
年

ま
で
の
無
料
化
を
12
月
か

ら
実
施
す
る
予
定
だ
が
、

富
里
市
は
こ
れ
に
先
駆
け

て
６
月
か
ら
実
施
を
決
め

ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
義

務
教
育
の
中
学
３
年
ま
で

無
料
化
実
現
に
向
け
て
努

力
さ
れ
る
よ
う
に
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

教
育
関
係

ス
イ
カ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
に
つ
い
て

　
市
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
だ
が
ネ
ッ
ト
の
申

し
込
み
で
は
瞬
時
に
一
杯

に
な
り
締
め
切
ら
れ
た
点

に
つ
い
て
は
、
抽
選
に
し

た
り
参
加
費
の
こ
と
な
ど

も
「
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
」
と
次
年
度
で
は
改

善
で
き
る
よ
う
に
要
望
し

ま
し
た
。

小
学
校
用
地
に
つ
い
て

　
財
務
省
関
東
財
務
局
か

ら
の
借
地
で
借
地
料
を
払
い

続
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

多
く
の
委
員
か
ら
質
問
が
出

さ
れ
、
「
安
く
買
い
取
る
な

ど
の
交
渉
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
」
と
の
指
摘
を
い
た

し
ま
し
た
。

経
済
・
都
市
建
設

観
光
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
富
里
の
歴
史
や
伝
統
文

化
を
再
確
認
し
て
観
光
資

源
の
開
発
、
発
掘
の
推
進

で
富
里
の
観
光
を
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
に
積
極
的

な
取
組
の
工
夫
を
す
る
努

力
を
要
望
し
ま
し
た
。

成
田
財
特
路
線
整
備
事
業

に
つ
い
て

　
関
心
の
高
い
、（
仮
称
）

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
の
設
置

に
向
け
て
市
道
〇
一
｜

〇

〇
八
号
線
バ
イ
パ
ス
工
事

は
相
当
進
む
と
考
え
ら
れ

る
が
こ
れ
に
担
当
課
で
対

応
で
き
る
人
員
配
置
を
整

え
ら
れ
る
よ
う
に
要
望
し

ま
し
た
。

道
路
関
係
に
つ
い
て

　
道
路
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
市
内
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
老
朽
化
が
進

み
補
修
の
要
望
が
出
る

が
、
順
次
対
応
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
専
門
業
者
に

委
託
し
な
く
て
も
補
修
が

請願第17号

◆市道０１－００９号線の速度規制等を求める請願　　

　　　　　　　　　　　　　　…………………継続審査

陳情第15号

◆浩養幼稚園存続に関する陳情…………………継続審査

議会運営委員会視察
　期　日：平成22年１月21日及び22日の二日間
　視察地及び視察項目
　⑴三重県伊賀市　議会基本条例について
　⑵三重県議会（三重県津市）　議会基本条例について

とみさと議会報編集特別委員会視察
　期　日：平成22年１月26日
　視察地及び視察項目：館山市　議会報の編集について

みなさんからの請願・陳情

議員研修

平成22年度一般会計（歳出）
議会費
1億8,399万円

総務費　17億3,097万円

民生費
40億8,483万円

衛生費　21億997万円

土木費
13億9,029万円

消防費　7億6,972万円

教育費　14億9,659万円

公債費　12億6,178万円

総務費　17億3,097万円

民生費
40億8,483万円

衛生費　21億997万円

土木費
13億9,029万円

消防費　7億6,972万円

教育費　14億9,659万円

農林水産業費
2億7,193万円

商工費
1億7,591万円

予備費　3,000万円

公債費　12億6,178万円

歳出合計
135億600万円

（表示単位未満四捨五入）
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主
要
事
業
・
財
政
運
営
に
つ
い
て
。

　
認
可
保
育
園
の
創
設
に
対
し
、
県
の

補
助
金
、
市
の
補
助
金
を
活
用
し
、
最

大
限
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

成
田
財
特
路
線
と
し
て
第
一
小
学
校
か

ら
酒
々
井
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
ま
で
の
バ
イ

パ
ス
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
財
政
運
営
は
、
税
収
不
足
な
ど
財
政

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
本
市
が
持

続
可
能
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
行
財
政

基
盤
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
新
た
な
総
合
計
画
、
基
本
構
想
、
基

本
計
画
に
つ
い
て
。

　
平
成
23
年
か
ら
新
た
な
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
昨
年
一
八
歳
以
上
の

市
民
五
千
人
を
対
象
に
意
識
調
査
を
実

施
、
公
募
に
よ
る
市
民
一
九
名
か
ら
な

る
市
民
会
議
を
設
置
し
、
市
民
の
視
点

に
よ
る
ご
意
見
を
提
言
さ
れ
、
ま
た
、

基
本
構
想
骨
子
に
つ
い
て
は
審
議
会
に

諮
っ
た
後
、
４
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
て
皆
様
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ

き
、基
本
計
画
（
案
）
を
策
定
し
ま
す
。

　
乳
幼
児
医
療
補
助
金
は
い
つ
か
ら
。

　
小
学
三
年
生
ま
で
の
子
供
に
、
県
は

12
月
か
ら
、
本
市
で
は
６
月
か
ら
前
倒

し
で
医
療
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

問問問 答答答

市
民
ク
ラ
ブ

押
尾
　
隆

（会派代表 ・ 個人）
　３月定例会では、２月 23 日、26 日、３月１日、
２日の４日間にわたり、３会派の代表質問と、
７人の議員による個人質問が行われ、市政に対
し活発な議論が行われました。
　詳細については、市立図書館にて会議録（５
月下旬発行予定）の閲覧、または、富里市議会ホー
ムページ（５月下旬掲載予定）でご覧ください。

※本文は質問者自身の原稿によるものです。

一
般
質
問
通
告
項
目
（
個
人
）

一
般
質
問
通
告
項
目
（
会
派
代
表
）

市
民
ク
ラ
ブ

　
⑴
市
政
運
営
に
つ
い
て

市
政
会

　
⑴
施
政
方
針
に
つ
い
て

　
⑵ 

行
政
改
革
に
つ
い
て

　
⑶
福
祉
政
策
に
つ
い
て

　
⑷
教
育
に
つ
い
て

　
⑸
基
盤
整
備
に
つ
い
て

公
明
ク
ラ
ブ

　
⑴�

平
成
22
年
度
施
政
方
針
に
み
る
こ
れ
か

ら
の
富
里
市
に
つ
い
て

　
⑵
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て

布
川
好
夫

　
⑴
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　
⑵�

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
報
酬
額
に

つ
い
て

　
⑶
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

佐
藤
繁
夫

　
⑴
教
育
問
題

　
⑵
子
育
て
支
援

　
⑶
農
業
問
題

秋
本
真
利

　
⑴
過
去
の
質
問
の
経
過
に
つ
い
て

　
⑵
成
田
国
際
空
港
に
つ
い
て

　
⑶
各
種
政
策
・
事
業
に
つ
い
て

髙
橋
保
夫

　
⑴
重
点
実
施
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
⑵
教
育
に
つ
い
て

　
⑶
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　
⑷
農
業
問
題
に
つ
い
て

中
野
信
二

　
⑴
小
・
中
学
生
の
卒
業
と
は
何
か

　
⑵�

当
市
を
取
り
巻
く
一
次
救
急
医
療
の
現

状
と
課
題

　
⑶�

本
年
１
月
20
日
の
最
高
裁
判
決
「
市
有

地
の
神
社
」
は
違
憲
と
当
市
の
対
応
に

つ
い
て

立
花
廣
介

　
⑴
教
育
施
設
の
耐
震
化

　
⑵�

社
会
的
弱
者
に
対
す
る
諸
施
策
に
つ
い

て

柏
崎
の
り
子

　
⑴
教
育
問
題

　
⑵
保
健
、
医
療

　
⑶�

雇
用
政
策

会
派
等
構
成

●
議
員
定
数
　
　
20
人

　
◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
富
里
　
５
人

　
◆
市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
４
人

　
◆
市
政
会
　
　
　
　
　
４
人

　
◆
公
明
ク
ラ
ブ
　
　
　
３
人

　
◆
無
会
派
　
　
　
　
　
４
人

(

平
成
22
年
3
月
25
日
現
在)

意見書を提出
◆生産性の高い競争力に富んだ農家の育成を求める意見書
　（提出先）�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、副総理・

財務大臣、農林水産大臣、国家戦略担当大臣、
行政刷新担当大臣、内閣官房長官

◆国として直接地域の声を聞く仕組みを保障することを求め
　る意見書
　（提出先）�内閣総理大臣、副総理・財務大臣、総務大臣、

国家戦略担当大臣、行政刷新担当大臣、内閣官
房長官、衆議院議長、参議院議長、

◆子ども手当財源の自治体負担に反対する意見書
　（提出先）�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、副総理・

財務大臣、国家戦略担当大臣、厚生労働大臣、
総務大臣、行政刷新担当大臣、内閣官房長官
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平
成
22
年
度
予
算
案
に
、
中
学
校
卒

業
ま
で
一
人
当
た
り
月
一
万
三
千
円
の

「
子
ど
も
手
当
」
の
支
給
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
児
童
手
当
と
の
併
給
で
あ

る
た
め
、
地
方
・
事
業
主
負
担
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
法
の
規
定
に
基
づ
き
県
及

び
市
町
村
の
地
方
負
担
が
生
じ
、
市

の
負
担
額
と
し
て
九
、五
四
八
万
円
の

一
般
財
源
の
予
算
額
を
計
上
し
ま
し

た
。
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用
に

六
三
四
万
四
千
円
、
事
務
経
費

三
九
四
万
五
千
円
、
そ
の
他
初

年
度
経
費
三
五
一
万
五
千
円
が

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
複
雑
な
仕
組
み
と
し
て
の

制
度
設
計
が
さ
れ
ま
し
た
。

『
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
』

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
設
置
状
況

と
点
検
、
さ
ら
に
、
い
ざ
と
い

う
時
に
使
え
る
対
応
に
つ
い

て
。

　
市
民
が
多
く
利
用
す
る
施
設

や
学
校
施
設
に
一
九
台
を
設
置

し
、
正
常
に
動
く
よ
う
日
常
点
検
や
消

耗
品
の
管
理
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
と
推

進
の
取
組
に
つ
い
て
。

　
本
年
度
は
聞
き
取
り
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
三
回
行
い
、
設
置
三
八
％
で
し

た
。
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と
は
も
と
よ

り
、
火
災
を
早
期
に
発
見
で
き
る
こ
と

か
ら
、
普
及
啓
発
・
設
置
調
査
等
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

問答
子
ど
も
手
当
の
支
給
対
象
者
と
予
算
は

六
、五
二
七
人
。
八
億
四
、八
五
一
万
円

布
川
好
夫

住宅用火災警報器に助成を

問問 答答

答 問

　
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
と
は
。

　
高
齢
者
独
居
世
帯
の
増
加
、
児
童
虐

待
等
、
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
で
支
え
ら
れ
る
よ
う
な
社
会

福
祉
の
事
業
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　
国
保
へ
の
法
定
外
繰
り
入
れ
。

　
国
保
の
基
盤
は
、
国
保
税
、
国
県
支

出
金
、
交
付
金
、
繰
入
金
な
ど
。
安
定

運
営
に
は
、
徴
収
率
の
向
上
が
重
要
。

高
齢
化
と
景
気
の
低
迷
で
、
富
里
市
も

約
四
割
が
無
職
、
全
国
八
一
二
の
市
町

村
、
つ
ま
り
、
全
国
の
約
半
数
近
く
が

法
定
外
繰
入
で
運
営
し
て
い
る
状
況
。

　
保
育
待
機
児
の
解
消
に
向
け
て
。

　
保
育
所
の
待
機
児
童
は
、
平
成
22
年

２
月
１
日
現
在
、
合
計
が
六
二
人
、
〇

歳
児
二
六
人
、
一
歳
児
が
一
八
人
、
二

歳
児
が
一
二
人
、
乳
幼
児
の
待
機
が
多

い
状
況
。
平
成
22
年
度
に
社
会
福
祉
法

人
が
事
業
計
画
し
て
い
る
認
可
保
育

所
、
定
数
一
二
〇
人
に
積
極
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
中
学
三
年
ま
で
医
療
費
助
成
を
。

　
そ
れ
に
は
七
、三
六
〇
万
円
程
度
か

か
る
。
22
年
度
は
６
月
か
ら
小
学
校
三

年
生
ま
で
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

『
施
政
方
針
に
み
る
富
里
市
に
つ
い
て
』

　
次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
、
市
民

会
議
の
提
言
書
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
民
意
識
調
査
や
基
礎
調
査
に
基
づ

き
、
市
民
会
議
か
ら
の
提
言
書
も
参
考

に
し
な
が
ら
基
本
構
想
の
骨
子
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
基
本
構
想
審

議
会
に
公
募
員
三
名
を
委
嘱
し
構
成
員

一
五
名
で
諮
っ
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
通
じ
市
民
の
皆
様
の
意
見
を

い
た
だ
き
基
本
計
画
（
案
）
の
策
定
に

進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
後
期
に
向
け
た
次
世
代
育
成
計
画
の

柱
と
財
政
計
画
に
つ
い
て
。

　
前
期
計
画
の
達
成
状
況
を
勘
案
し
つ

つ
、
継
続
ま
た
は
新
た
な
計
画
な
ど
見

直
し
を
行
い
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
・
健

康
増
進
施
策
等
地
域
福
祉
の
推
進
と
家

庭
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
本
年
度
同
様
実
施
し
ま

す
。

問

問問問

問問問 答

答答答

答答答
市
政
会

公
明
ク
ラ
ブ

窪
田
　
優

大
川
原
き
み
子
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民
間
保
育
所
の
建
設
も
あ
る
が
、
保

育
所
の
待
機
状
況
と
、
こ
れ
で
対
策
と

し
て
は
十
分
な
の
か
。

　
保
育
所
入
所
申
請
を
受
け
て
、
保
育

所
に
入
所
で
き
な
い
で
い
る
児
童
は

六
二
名
で
、
う
ち
五
六
名
が
〇
歳
か
ら

二
歳
の
児
童
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
民
間
保
育
所
の
考
え

が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
〇

歳
児
の
待
機
者
が
二
六
名
お

り
ま
す
の
で
、
全
て
の
待
機

児
童
解
消
は
難
し
い
状
況
で

す
。

　
羽
村
市
で
は
保
育
マ
マ
制

度
を
活
用
し
て
、
待
機
乳
幼

児
解
消
に
努
め
て
い
る
が
、
富

里
市
で
は
、
で
き
な
い
の
か
。

　
政
府
も
待
機
児
童
解
消
の

方
策
と
し
て
示
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
新
設
さ
れ
る
保
育

所
の
入
所
状
況
を
見
て
、
家

庭
的
保
育
事
業
の
検
討
、
実

施
を
考
え
ま
す
。

『
短
期
保
険
証
に
つ
い
て
』

　
保
険
の
な
い
家
庭
の
子
供

に
医
療
を
と
い
う
こ
と
で
、
本
年
度
か

ら
、
一
五
歳
以
下
の
子
ど
も
に
短
期
被

保
険
証
を
交
付
し
て
い
る
が
、
そ
の
利

用
状
況
は
。

　
資
格
証
明
交
付
世
帯
の
う
ち
、
六
二

世
帯
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
一
〇
歳
か
ら
一
五
歳
に
接
種
す
る
の

が
効
果
的
と
の
こ
と
だ
が
、
市
内
の
対

象
と
な
る
人
数
は
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

　
一
、一
八
一
人
程
度
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
年
代
の
女
子
に
接
種
し
な
け
れ

ば
効
果
が
薄
い
。
こ
の
時
期
に
接
種
す

れ
ば
八
〇
％
も
が
ん
が
予
防
で
き
ま
す
。

新
年
度
予
算
で
対
応
す
る
と
期
待
し
て

い
た
が
、
残
念
だ
が
計
上
さ
れ
な
か
っ

た
。理
由
は
？
ぜ
ひ
助
成
し
て
欲
し
い
。

　
予
算
を
切
る
も
な
に
も
、
担
当
課
か

ら
は
要
求
す
ら
な
か
っ
た
。
今
す
ぐ
は

無
理
だ
が
早
急
に
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
。

　
新
規
に
三
カ
所
ほ
ど
整
備
す
る
。

　
公
共
交
通
空
白
地
域
に
通
学
手
段
を
。

　
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
三
人
乗
り
自
転
車
に
つ
い
て
は
。

　
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
過
去
の
質
問
の
経
過
に
つ
い
て
』

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
予
算
の
増
を
。

　
予
算
の
中
で
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
。

　
数
年
前
に
比
較
し
約
一
五
〇
ｔ
も
廃

プ
ラ
は
減
っ
て
い
る
。
減
っ
た
分
の
予

算
は
ど
こ
に
？
そ
の
分
を
農
家
に
補
助

す
れ
ば
今
よ
り
も
処
理
費
は
安
く
な
る
。

　
そ
う
し
た
考
え
も
あ
る
と
思
う
が
、

予
算
が
厳
し
い
。
理
解
し
て
欲
し
い
。

『
成
田
国
際
空
港
に
つ
い
て
』

　
空
港
の
西
側
に
新
ゲ
ー
ト
の
設
置
を
。

　
交
通
量
の
分
散
が
期
待
で
き
る
。
空

港
に
地
区
の
要
望
と
し
て
出
し
ま
す
。

問答
保
育
所
の
待
機
状
況
と
そ
の
対
策
は

民
間
保
育
所
の
創
設
に
支
援

佐
藤
繁
夫

保育園で遊ぶ子供たち

問答答

答

問 問

問答
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

早
急
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す

秋
本
真
利

予防ワクチンの公費負担状況

問

問

問問問問 答答答答答答問問

答答
自治体

御 坊 市

魚 沼 市

下 野 市

南魚沼市

志 木 市

対象年齢

小６

12 歳前後

小６

小６

小６～中３

助成金額の形態

630万円・全額助成

1,000万円・全額助成

1,500万円・全額助成

1,170万円・全額助成

700万円・全額助成
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長
雨
が
続
く
と
畑
が
被
害
を
受
け
る

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
対
策
は
。

　
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
の
中
で

排
水
計
画
さ
れ
て
お
り
、
十
倉
地
域
は

高
野
地
先
に
二
カ
所
の
調
整
池
が
完
了

し
、
両
国
沖
地
区
も
順
次
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
国
有
地
・
農
林
省
名
義
の
土
地
利
用

を
図
り
調
整
池
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

　
調
整
池
と
し
て
利
用
可
能
か
、
平
成

22
年
度
に
お
い
て
調
査
費
を
計
上
し
て

お
り
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
教
育
に
つ
い
て
』

　
学
校
適
正
配
置
へ
の
取
組
に
つ

い
て
、
現
状
を
適
正
と
考
え
て
い

る
か
。

　
適
正
な
学
校
規
模
に
つ
い
て
は

多
様
な
見
解
が
あ
り
、
統
一
的
な

基
準
を
導
き
出
す
の
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。

　
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
見
通
し

は
。

　
平
成
元
年
か
ら
み
る
と
平
成
２

年
の
六
、七
三
一
人
を
ピ
ー
ク
に
、

今
年
度
は
四
、〇
二
八
人
で
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
か
ら
予

測
す
る
と
今
後
も
減
少
傾
向
は
続
く
も

の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

『
重
点
施
策
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
』

　
環
境
美
化
推
進
に
つ
い
て
。

　
ポ
イ
捨
て
防
止
を
呼
び
か
け
る
標
識

を
設
置
し
、
花
壇
に
花
の
植
栽
、
管
理

を
お
願
い
し
て
環
境
美
化
を
図
っ
て
お

り
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
で
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
を
卒
業
で
き
る
条
件
は
。

　
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
五
十
八
条

に
は
「
校
長
が
全
課
程
を
修
了
し
た
と

認
め
た
者
に
は
卒
業
証
書
を
授
与
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
文
科
省
は
義
務
教
育
で
最
低
限
身
に

つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
力

を
定
め
て
い
る
か
。

　
文
科
省
の
学
習
指
導
要
領
は
、児
童
・

生
徒
に
教
え
る
内
容
の
基
準
を
示
し
て

い
る
が
、
学
力
は
定
め
て
い
な
い
。

　
市
立
小
・
中
学
生
の
基
礎
学
力
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
当
市
独
自
で
基
礎

学
力
到
達
度
調
査
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。
個
々
の
基
礎
学
力
を
と
ら
え
、
個

別
に
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

を
把
握
し
、
指
導
改
善
を
図
り
た
い
。

　
低
学
力
か
ら
の
脱
却
対
策
は
。

　
各
学
校
で
は
、
少
人
数
指
導
、
習
熟

度
別
指
導
な
ど
指
導
方
法
の
工
夫
改
善

や
宿
題
の
工
夫
、
放
課
後
学
習
指
導
や

夏
休
み
の
補
習
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
義
務
教
育
で
は「
原
級
留
置
」（
留
年
）

は
許
さ
れ
る
か
。

　
日
本
の
義
務
教
育
制
度
は
年
齢
主
義

で
あ
り
、
六
歳
か
ら
一
五
歳
の
九
年
間

を
義
務
教
育
の
年
齢
と
し
て
い
る
。

一
五
歳
に
な
れ
ば
自
動
的
に
学
校
に
行

か
な
く
て
も
よ
い
、
と
い
う
制
度
に

な
っ
て
い
る
。
当
市
に
は
該
当
者
は
い

な
い
。

問答
農
地
排
水
対
策
の
考
え
方
は

国
有
地
可
能
か
調
査
費
を
計
上
し
ま
し
た髙

橋
保
夫

ボランティアによる花壇（富里台入口）

問

問

答答答 答問問 問

答

問答
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
い
う
こ
と
は
何
か

一
五
歳
で
中
学
校
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と

中
野
信
二

明るい未来へ夢膨らむ卒業

問問問問問 答答答答

答
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文
科
省
に
よ
る
と
平
成
20
年
度
就
学

援
助
制
度
受
給
者
は
過
去
最
多
の

一
四
四
万
人
に
増
加
し
一
〇
年
間
で

一
・
七
倍
と
の
こ
と
で
す
。
再
三
質
問

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
教
育
を

受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
心
強
い
制

度
。
家
計
の
減
収
深
刻
化
の
中
、
子
供

た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
に
す
る

の
が
教
育
行
政
の
役
割
で
あ
り
国
と
市

の
責
任
で
す
。
準
要
保
護
は
収
入
基
準

の
お
お
む
ね
一
・
五
倍
以
下
で
対
応
と

の
こ
と
で
す
が
、
印
旛
管
内
比
較
で
は

受
給
率
が
低
い
で
す
。
基
準
を
つ
く
り

父
母
に
示
す
こ
と
で
申
請
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
基
準
の
制
定
に
向
け
進
め

ま
す
。

　
基
準
が
で
き
れ
ば
給
食
費

未
納
対
策
の
申
請
勧
奨
も
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

　
制
度
活
用
と
い
う
こ
と
で

給
食
費
等
、
ほ
か
に
も
Ｐ
Ｒ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
お
知
ら
せ
は
教
育
的
配
慮

の
内
容
に
改
善
し
周
知
配
布

す
べ
き
で
す
。

　
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
対
応
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
の
助
言
等
に
つ
い
て
、
就

学
援
助
法
施
行
令
か
ら
文
言
が
削
除
さ

れ
て
法
的
根
拠
が
な
く
な
っ
て
お
り
、

申
請
も
簡
素
化
す
べ
き
で
す
。

　
収
入
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
旨
の

文
科
省
通
知
も
あ
り
ま
す
。

　
卒
業
ア
ル
バ
ム
、
体
育
実
技
用
具
費

な
ど
独
自
の
補
助
を
ふ
や
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
検
討
を
。

　
総
合
的
に
か
ん
が
み
て
検
討
し
ま
す
。

問答
就
学
援
助
制
度
は
利
用
し
や
す
く
改
善
を

基
準
づ
く
り
準
備
・
改
善
で
き
る
所
は
検
討

柏
崎
の
り
子

教育費に困ったら申請を

問問 問

問問

答答

答答答

　
子
供
相
談
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

　
市
児
童
相
談
室
に
お
い
て
、
子
供
や

家
庭
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
て
お
り
、
今
年
度
は
１
月
末
現
在
、

延
べ
一
、五
〇
〇
回
余
り
。
う
ち
児
童

虐
待
相
談
一
九
件
、
家
庭
環
境
の
問
題

な
ど
か
ら
複
雑
な
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
児
童
相
談
室
は
、
非

常
勤
特
別
職
の
相
談
員
四
名
、
原
則
二

名
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
深
刻
な
虐
待
死
問
題
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
子
供
が
こ
の
世
に
生
ま

れ
て
親
の
虐
待
で
死
ん
で
い
く
。

こ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
富
里
で

は
発
生
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
報
道
さ
れ
て
い
る
事

例
で
は
学
校
そ
の
他
の
関
係
機

関
が
虐
待
を
把
握
し
て
い
な
が

ら
、
結
局
、
子
供
の
い
の
ち
が

救
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
今
の
子
供
相
談
室
、
非
常
勤

職
員
の
業
務
で
は
、
休
日
・
夜
間
、

緊
急
の
一
時
保
護
な
ど
は
踏
み

込
め
な
い
。

　
子
供
を
救
う
た
め
の
業
務
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
市
長

の
見
解
は
い
か
が
で
す
か
。

　
私
も
虐
待
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
や
り
と
り
を

聞
い
て
い
て
確
か
に
ぼ
や
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。今
後
、も
っ

と
勉
強
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
と
こ
ろ

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答
児
童
虐
待
を
防
ぐ
体
制
強
化
を
求
め
る

し
っ
か
り
し
た
と
こ
ろ
を
つ
く
っ
て
い
く立

花
葊
介

相談に応じている相談室

問問 答

答



環境にやさしい大豆油イ
ンクを使用しています

再生紙を使用しています

　「暑さ寒さも彼岸まで」の言葉どおり春分の日
を迎えて、日増しに暖かさや日差しの明るさを感じ
る季節となりました。野山や庭先には、こぶし、れ
んぎょう、木蓮、菜の花、そして桜と花々が咲いて
います。
　春の訪れが年々早くなっているように感じます。
３月定例会は平成22年度予算審査があり、活発な
論議が行われました。限られた予算の中で市民の
皆様が安全、安心な暮らしができるように、最大
の効果を発揮した住民サービスを期待したいもの
です。
　すべて行政にお任せではなく、私たちの身の回
りでできる自主生活防衛を考えてみませんか。
　議会報は議会の内容を市民の皆様に正確にわ
かりやすくお伝えできればと思っています。
　編集委員になって３年、研修会や視察に参加し
勉強を重ねてきましたが、今後も少しでも多くの皆
様にわかりやすく、読みやすい議会報となるよう努
力してまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（塩田和夫　記）

委員長／高橋益枝　　副委員長／髙橋保夫　　委員／塩田和夫、中間幸一、立花廣介、布川好夫、窪田　優

とみさと議会報編集特別委員会

次回（平成22年６月定例会）は８月1日発行予定です。

月定例会は

６月１日（火）から開会予定です。
※詳しい日程などは議会事務局にお問い合わせください。
※本会議の模様は市民課ロビー（市庁舎一階）のテレビでも
　ご覧いただくことができます。

ご意見・ご感想をお寄せください！
議会報を読んで感じたことなど
皆様のご意見をお待ちしております。
また、議会報は市議会ホームページでも
ご覧いただくことができます。

http://www.city.tomisato.chiba.jp/gikai/index.html

６

〒286－0292  富里市七栄652－1 議会事務局

TEL. 0476－93－6492　FAX. 0476－91－3595

富里市議会ホームページアドレス

出荷を待つ富里の花々（大和地先）

議会を傍聴しませんか 編集後記

カーネーション
キンギョソウ

カーネーション
キンギョソウ


